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Reading Comprehension
英語の語順で理解する
英語を速く正確に読むためには、日本語に訳さずに、英語の語順のまま理解することが重要です。
• SV・SVO・SVC・SVOO・SVOCといった基本的な文型に、修飾語（M）を加える語順を意識して情報を得ていきましょう。
• 文章を逆から訳す「戻り訳」をせず、語順通りに読み進める練習を重ねてください。
• 英語の語順を目でも、耳でもなじませるために、Reading 問題でも、音読を繰り返しましょう。

問題への取り組み方
• ハイライト問題:各レベルで必ず学習したい問題です。（Part 1は必ず全問取り組む）

- 問題文、選択肢まで、すべての語彙、文法を丁寧に音読し、理解しましょう。正解を求めることが学習目標ではありません。
• ※マークの問題:比較的難易度の高い問題です。正解できなくてもよいので、知らない語彙や文法、ジャンルを覚えましょう。
• アメリカの地名・人物・歴史などを扱った問題:出てきた固有名詞（人名、地名なそ）、すべて発音まで覚えましょう。また、日本語で

構いませんので、背景知識なども調べておきましょう。
Part 2 の問題:パッセージの語数を記載しています。100字～150字の文書に十分に慣れてから、200字以上の文書に取り組みましょう。
または、文字数ではなく、内容になじみのあるものから取り組んでも構いません。「楽に」読める量から少しずつ練習するのが大切です。

Listening comprehension
• 正しい音声を再現するための、口の形とフォニックスのルールについて、正しい訓練を提供してください

1. 日本語では区別しない母音と子音が数多くあります。全ての音を正確に発音できるよう練習しましょう
2. 文の中で、単語の発音は変化します。日本語にはない、音声変化（強弱リズム）を学んでから、練習しましょう

• 言えない音は聞こえない、聞こえない音は言えません:英語の発音は日本語の母語より音数が多く、また、日本語には存在しない
音声変化（弱音化）が常に発生しています。これらを「感覚的」に「何度もきいて発音を真似する」だけでは足りません。
CEFR B1, B2＿へとレベルアップするためには、英語の音と文字のルールを理解し、実践できることが大切です

問題への取り組み方
・自分の現在のスコアと同じレンジの各枠の、上から順番に取り組む
・時間をかけて、丁寧に問題文、選択肢、すべての内容がスラスラ音読できるまで練習する
・記載されている語彙や構文、定型表現は繰り返し練習する
・Part 4は、英語力、学習時間に合わせて、ハイライト問題を優先的に取り組むこと。
（解説が誤訳に近い:p.155 24. Sallyはなぜ悲鳴をあげるだろうと思うのですか?）








